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連続携帯式腹膜透析（����）療法と社会復帰に関する研究
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要 　　　約

慢性腎不全で連続携帯式腹膜透析（���）療法を行いながら社会復帰を希望する患者は，��療
法よりも ���療法を選択する割合が高いことが明らかになっている．しかし，���療法を行い
ながら社会復帰した患者自身の言葉で実態を語ったものは少なく，生活と治療の状況がわかりにくい．
そこで今回 ���療法を行いながら仕事をしている �人の患者に面接調査を行った．社会復帰して

いる患者の仕事や日常生活の状況，治療における自己管理の実態を明らかにすることが目的である．
調査の結果は以下の通りであった．

対象者 �人とも ���療法を選択したのは仕事がしたいという気持からであった．したがって自分
の病気や治療，必要な知識や技術についてよく理解しており，きちんと自己管理が出来ていることが
認められた．職場では，
人が現場の仕事からデスクワークに変更となり，体力的にきつくても今ま
で通り慣れた仕事がいい，という両者に分かれた．職場では，皆が協力的で，ほとんどの人が，でき
るだけ定年まで働きたいと考えていることがわかった．

は じ め に

慢性疾患は，終生その病気をうまく自分でコント
ロールしながら付き合っていかなければならない．
慢性腎不全の治療法である透析療法の目的の �つは，
生活の質（������� �� ����：以下���）を追求する
ことであり，ただ単に腎不全という生命危機に対す
る対象療法だけでなく，患者の充実した家庭生活，
社会復帰を追求するものである．連続携帯式腹膜透

析（��������� �� �����!� ��!������� ��������：
以下���）が在宅で可能であることの本来の意味
は，患者の社会復帰，ひいては ���に寄与するこ
とへの期待である��．
透析患者の社会復帰について，日本透析医学会統

計調査委員会の統計調査によると，就労している患
者の割合は，男女ともに ���患者が，血液透析
（����"�������：以下 ��）患者よりも高い．社会
復帰を指向する患者は，���を好んで選択する傾

向があることを示唆している����．
ところで ���導入後の問題を新村ら ��は，仕
事内容や職場の変更および減収を伴いやすく，家族
へ与える影響も大きいと述べている．つまり慢性疾
患は日常の生活にさまざまな問題（管理上の養生法，
生活時間の調整，生活上の孤立など）をもたらすこ

とを指摘している．しかし，在宅治療の状況や日常
生活について，患者自身からの言葉や気持ちを表し
たものが少なく，実態が明確になっていない．そこ
で今回，社会復帰している ���患者の仕事や日
常生活の状況，自己管理の実際を明らかにすること
を目的に実態調査を行った．

研 究 方 法

�．研究期間

�		�年 �月�	日� �月�#日

�．調査方法

面接によるインタビュー調査

�．調査施設

岡山市 $総合病院透析センター（以下 $透析セン
ターという）で，ここでは ��と ���の両方を

行っており，�		�年 �月現在 $透析センターの患者数
は�
%人で，内訳は��
�人，����	�人であった．

�．調査対象者

調査対象者の選択は，次の条件に当てはまる患者
とした． ��最初の透析導入が ���であったこと．
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�����導入後，在宅で自己管理ができていること．
&����導入後，社会復帰してフルタイムで仕事をし
ていること，である．さらに体調等を考慮して，
� $

透析センターの責任者より紹介された患者で，調査

の目的を説明し了解が得られたのは �人であった．

�．面接場所

対象者へのアプローチは，患者が ���外来を
受診する日に出向いて説明し協力を依頼した．承諾
の得られた患者を対象として次回，面接をする約束
をした．面接の場所は対象者の希望する場所で行
い �人中 �人は自宅で，�人は自宅近くで，
人は
���外来の診察日を希望し，個室的な待合室でプ

ライバシーが守れる環境下で行った．

�．調査内容

インタビューは筆者が作成した半構成質問紙を使
用した．面接は �回の面接時間は
	分から �時間&	

分で，�人の対象者に �� &回行った．録音テープ
の承諾が得られたのは自宅と近所で行った &人のみ
で，他の 
人は本人の口述を確認しながら側で筆記
を行った． �回目の面接で半構成質問紙を使用し，

�回目以降は前回の面接内容の逐語記録を提示して
記述の内容を確認してもらい，その後自由に話がで
きるように面接を行った．

�．倫理的配慮

研究への協力依頼書で，本研究の目的と協力して
もらう内容を説明した．協力依頼書には，一旦承諾
しても途中でこの研究への協力を拒否できること，
データは本研究以外には使用しないこと，苦痛に感

じることは話さなくてよいことも説明し，以上は書
面により承諾を得た．

�．分析方法

録音テープと口述記録の内容を逐語記録に書き起
こし，患者に確認してもらった記録をもとに，慢性
疾患病棟で管理者の任にあるベテランナースにアド
バイスを受けた．

結 果

インタビューの内容は，対象者の概要を表 �に，
対象者の���導入後の仕事に関連した事項を表 �

に，対象者の ���バッグ交換の時間を表 &に示
した．
対象者 �人の内訳は男性 %人，女性 �人で，年齢

は
�歳�%&歳，平均年齢は��歳であった．以下【】

は表の項目を，「」は患者の言葉を示す．表 �の【基
礎疾患】では慢性糸球体腎炎 
人，糖尿病・糖尿病
性腎炎 �人，高血圧性腎硬化症 �人であった．近年
糖尿病が増加してそれに伴い糖尿病性腎症から人

工透析に導入の患者の割合が高くなっており��，本
調査でも �人のうち �人存在しているのが注目され
る．【���継続期間】は短い人で �年 �ヶ月，長
い人で �年，平均&��年であった．【家族構成】では
�人とも家族と同居しており，「協力的」と答えて
いた．男性 %人は配偶者が存在し，女性 �人は配偶
者が死亡して �人娘夫婦と同居していた．【���

と日常生活での思い】では，�人とも「���の導
入は仕事を続けるため」と答えていた．さらに「一

生���を続けたい」「���と仕事は生活のリズ
ム」「いつもバッグ交換に追われている感じ」「人に
弱みを見せるのはイヤ」などの思いが語られていた．
表 �の【仕事変更の有無】では，�人とも元の職場

に復帰していたが 
人が仕事内容を変更していた．
仕事内容の変更ありでは主にデスクワークに，仕事
内容の変更なしでは，最初からデスクワークであり
体力的な問題はなかった．一方体力的，衛生的な環
境に厳しいと思われる職場でも「慣れたところがい

い」とそのままの人もいた．【収入の変化】では，あ
りが &人，なしが 
人で，ありの人は &人とも「ダ
ウンした」と答えていた．【仕事を継続することへ
の思いと職場環境】では，「今では仕事は縁の下の
力持ち，表面には出ないが割切っている」「上司が
���を理解してくれないのが辛い」「定年まで働
きたい」「仕事を辞めたら寂しい」などの思いが語ら
れていた．
表 &の【職場にバッグ交換室の有無】ではあり &

人，なし 
人であった．ところで，�人の昼バッグ
交換の状況は，しないが &人，職場と自宅が近いの
で自宅に帰って行うが �人であった．他に �人が職
場で行っており，内訳は �人が医務室で，もう �人
は個室が使用できるが休憩時間の都合上，食堂の片
隅をスクリーンで隠し，食事摂取をしながらバッグ
交換を行っていると語った．

考 察

仕事（収入を得る）をするということは，自分や

家族の生活を支える，あるいは自己実現や遣り甲斐
など，人それぞれの思いで生活の中に組み込んでい
る．しかし健康が損なわれて思うように仕事が出来
なくなった時には，たちまち今までの生活に破綻を
来してしまうことになる．それゆえ大部分の人は病
気になっても出来るだけ早く社会復帰をしたい，仕
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表 � 対象者の概要（���）

事したいという気持になるだろうと思われる．完全
に回復するまでじっと座して待つのではなく，病気
と生活と仕事の折り合いをつけ，働きたいという人
は多いと思われる．
ところで今回の調査では，女性より男性の割合が

高かったため男性の思いがよく語られている．しか
し今回の女性はフルタイムできちんと仕事をしてお
り，結果にほとんど性別の大差は認められなかった
と思われる．今回のインタビューでは，���患者
の治療と生活や仕事について，実態の一端を明らか
にした．���を行いながら社会復帰して仕事を行

うためには，毎日 %時間ごとのバッグ交換，バッグ
交換のための清潔操作，腹部に留置したカテーテル
の清潔保持など，いろいろと制約が多い．したがっ
てきちんと自己管理できる強い意志が必要とされる
のである．表 �【���と日常生活での思い】では

�人とも「���は仕事を続けるため」と答えてい
るが，まずは「���は自分のため」と捉えていて，
そのためきちんと自己管理のポイントを守り，生活
リズムの中に組み込んでいると推察された．中でも
バッグ交換は時間が決められているため何事にも優
先することであり，人との付き合いに制約が生じて
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表 � 対象者の ���	導入後の仕事に関連した事項（���）

もやむを得ないことと考えられる．【仕事の変更の
有無】では，
人が仕事内容を変更していたが，腹
部にカテーテルを留置しているため，屋外の埃りっ
ぽい環境よりは感染予防や体力的な配慮から変更し
たと考えられる．またデスクワークへの変更が適し

ているようだが，中高年者にはパソコンが苦手とい
う人もおり．本調査でもそういう人が認められた．
会社の状況によっては今までと同じように体力を使
用する職場や，本人が衛生的環境でないと感じつつ
も「慣れた仕事が良い」と以前と同じ仕事に復帰し
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表 
 対象者の ���	バッグ交換時間

ている人もいた．中には '仕事を変更して ���を
人に知られたくない(という人がいることも推察さ
れる．【職場にバッグ交換室の有無】では，昼休みに
自宅に戻り食事しながら行っている人もいた．しか
し，職場にバッグ交換室のない人で，食堂の片隅を
スクリーンで囲い昼食をしながら，バッグ交換をせ
ざるを得ない人もおり，職場の上司に相談しても理
解が得られないという悩みを抱えていた．このよう

な人には医療者として，何時でも，どこでも悩みや
相談に応じられるような体制を準備して，患者の精
神的な安心感を支える必要があると思われる．【仕
事を継続することへの思いと職場環境】では，「周
囲も協力的で仕事が楽しい」「できれば定年まで働
きたい」とほとんどの人が答えていた．このように
調査した �人は，家族や職場の人々の協力，さらに
���業者や医療者の連携など多くの支援のもと
に，仕事を継続することが実現できていると考えら

れる．

ま と め

���を行いながら社会復帰して，仕事をして

いる患者のインタビューから，治療におけるバッグ
交換や自己管理，職場環境や仕事への思い，日常生
活の状況など実態の一端を明らかにすることが出来
た．その結果，���を行う患者の前提条件として
自己管理能力が必要といわれているが，今回調査し
た �人は，在宅できちんと自己管理ができているこ
とが認められた．また 家族や職場の人々の協力，さ
らに仕事を継続するためには ���業者や医療者

の連携など，多くの支援のもとに実現できていると
考えられる．

本研究にこころよく協力してくださり，貴重な体験を

語ってくださった ����患者の皆様に心より感謝いたし

ます．また研究の趣旨をご理解くださり，便宜をお払いい

ただいた �総合病院透析センター医師の�先生，�看護師

長様，ご指導くださいました大澤源吾教授に深謝いたし

ます．

なお，本研究は平成�	年度川崎医療福祉大学大学院医療

福祉学研究科保健看護学専攻の修士論文の一部に加筆修正

したものである．
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